
◎電気通信基盤充実臨時措置法の一部を改正する法律 
（平成一八年五月二四日法律第四二号）   

一、提案理由（平成一八年四月六日・衆議院総務委員会） 

○竹中国務大臣 電気通信基盤充実臨時措置法の一部を改正する法律案につきまして、

その提案理由及び概要を御説明申し上げます。 

 この法律案は、高度通信施設、信頼性向上施設及び高度有線テレビジョン放送施設の

整備を促進する措置を引き続き講ずることにより、高度情報通信ネットワーク社会の形

成に寄与するため、本年五月三十一日とされている電気通信基盤充実臨時措置法の廃止

期限を、平成二十三年五月三十一日まで五年間延長するものであります。 

 なお、この法律は、公布の日から施行することとしております。 

 以上が、この法律案の提案理由及び概要であります。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同あらんことをお願いいたします。 

二、衆議院総務委員長報告（平成一八年四月一三日） 

○中谷元君 ただいま議題となりました電気通信基盤充実臨時措置法の一部を改正する

法律案につきまして、総務委員会における審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、高度情報通信ネットワーク社会の形成、ブロードバンドゼロ地域解消に寄与

するため、光ファイバー等の高度通信施設等の整備を促進する措置を引き続き講ずる必

要があることから、電気通信基盤充実臨時措置法の廃止期限を平成二十三年五月三十一

日まで五年間延長しようとするものであります。 

 本案は、去る四月四日本委員会に付託され、四月六日竹中総務大臣から提案理由の説

明を聴取いたしました。昨十二日、質疑を行い、討論、採決の結果、本案は賛成多数を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院総務委員長報告（平成一八年五月一七日） 

○世耕弘成君 ただいま議題となりました法律案につきまして、総務委員会における審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、高度通信施設、信頼性向上施設及び高度有線テレビジョン放送施設の整

備を促進する措置を引き続き講ずることにより、高度情報通信ネットワーク社会の形成

に寄与するため、本年五月三十一日とされている電気通信基盤充実臨時措置法の廃止期

限を平成二十三年五月三十一日まで五年間延長しようとするものであります。 

 委員会におきましては、我が国のブロードバンドインターネットの整備状況、基盤法

の実績と評価、情報格差の解消方策、情報通信ネットワークの安全・信頼性向上への政

府の取組等について質疑が行われました。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 



 


